
JP 2016-536869 A5 2017.11.9

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年11月9日(2017.11.9)

【公表番号】特表2016-536869(P2016-536869A)
【公表日】平成28年11月24日(2016.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2016-065
【出願番号】特願2016-524101(P2016-524101)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
   Ｇ０２Ｃ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/64     ５１１Ａ
   Ｇ０２Ｃ   11/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   27/02     　　　Ｚ

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仮想または拡張現実ヘッドセットであって、
　対向するアーム部材と、前記対向するアーム部材の中間に位置付けられているブリッジ
と、複数の線形レールとを含むフレームであって、少なくとも１つの線形レールが、中央
基準面によって画定される前記フレームの対向する側の各々に提供されている、フレーム
と、
　各々が光学中心を有する一対の仮想または拡張現実接眼レンズであって、前記対の仮想
または拡張現実接眼レンズは、前記光学中心の間の瞳孔間距離の調節を可能にするための
前記複数の線形レールに移動可能に連結されている、一対の仮想または拡張現実接眼レン
ズと、
　一対のピンであって、前記対のピンは、前記対向するアーム部材のうちのそれぞれの１
つの側頭領域と耳領域との間で、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの
ものを前記対向するアーム部材のうちのそれぞれのものにスライド可能に連結し、それに
より、前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々が、前記線形レールのそれぞれの１つお
よび前記ピンのそれぞれの１つによってスライド可能に支持されている、一対のピンと、
　前記対の仮想または拡張現実接眼レンズの両方に連結されている調節機構と
　を備え、
　前記調節機構は、前記複数の線形レールと適合した調節方向へ前記対の仮想または拡張
現実接眼レンズを同時に移動させ、前記瞳孔間距離を調節するように動作可能である、ヘ
ッドセット。
【請求項２】
　前記仮想または拡張現実接眼レンズは、最も狭い構成と最も広い構成との間で移動可能
であり、前記最も広い構成における前記瞳孔間距離と前記最も狭い構成における前記瞳孔
間距離との間の差は、約２０ｍｍ～約２４ｍｍである、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項３】
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　前記調節機構は、前記ブリッジに連結され、前記調節機構は、前記仮想または拡張現実
接眼レンズのそれぞれの線形位置を同時に選択的に調節するために、前記仮想または拡張
現実接眼レンズに連結されている操作可能アクチュエータを含む、請求項１に記載のヘッ
ドセット。
【請求項４】
　前記フレームは、前記複数の線形レールに沿った選択された線形位置に前記仮想または
拡張現実接眼レンズを選択的に固定するためのロックをさらに含む、請求項１に記載のヘ
ッドセット。
【請求項５】
　前記調節機構は、ユーザによって手動で動作可能な操作可能アクチュエータと、前記操
作可能アクチュエータを前記仮想または拡張現実接眼レンズに物理的に連結している１つ
以上のリンクとを含む、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項６】
　選択的に取り外し可能なカバーをさらに備え、前記カバーは、前記操作可能アクチュエ
ータへのアクセスを防止することと、前記操作可能アクチュエータへのアクセスを提供す
ることとを二者択一的に行うために、前記ユーザによって選択的に位置付け可能である、
請求項５に記載のヘッドセット。
【請求項７】
　前記操作可能アクチュエータは、前記複数の線形レールと適合した前記調節方向と垂直
な方向において前後に平行移動するように拘束されており、ある方向への前記操作可能ア
クチュエータの移動は、拡張構成に向けて前記仮想または拡張現実接眼レンズを移動させ
、反対方向への前記操作可能アクチュエータの移動は、折り畳まれた構成に向けて前記仮
想または拡張現実接眼レンズを移動させる、請求項６に記載のヘッドセット。
【請求項８】
　前記操作可能アクチュエータは、前記ヘッドセットが着用されている間、前記ユーザに
アクセス可能である、請求項６に記載のヘッドセット。
【請求項９】
　前記調節機構は、１つ以上の線形アクチュエータを含む、請求項１に記載のヘッドセッ
ト。
【請求項１０】
　前記１つ以上の線形アクチュエータは、少なくとも１つの圧電線形アクチュエータを備
えている、請求項９に記載のヘッドセット。
【請求項１１】
　前記ブリッジは、ユーザの鼻を係合し、前記ユーザの眼の前で前記仮想または拡張現実
接眼レンズを支持するための鼻当てを含む、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項１２】
　前記ブリッジは、基礎部分をさらに含み、前記鼻当ては、前記基礎部分に取り外し可能
に連結可能であることにより、選択された位置に前記仮想または拡張現実接眼レンズを選
択的に係止する、請求項１１に記載のヘッドセット。
【請求項１３】
　各仮想または拡張現実接眼レンズは、弓形であり、内側端と外側端とを含み、前記内側
端は、前記フレームの前記ブリッジに近接して位置付けられ、前記外側端は、前記対向す
るアーム部材のうちのそれぞれの１つの側頭領域に近接して位置付けられている、請求項
１に記載のヘッドセット。
【請求項１４】
　前記フレームは、前記中央基準面の対向する側の各々にそれぞれの弓形外形を含むこと
により、前記仮想または拡張現実接眼レンズが、前記瞳孔間距離が最小である最も狭い構
成にある場合、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つと少なくとも
部分的に入れ子になる、請求項１３に記載のヘッドセット。
【請求項１５】
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　前記複数の線形レールは、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つ
を誘導するために、前記フレームの前記対向する側の各々に少なくとも２つの線形レール
を含み、前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記線形レールのうちの第１の
レールは、前記それぞれの仮想または拡張現実接眼レンズの前記内側端を誘導するために
前記ブリッジに近接して位置し、前記線形レールのうちの第２のレールは、前記それぞれ
の仮想または拡張現実接眼レンズの前記外側端を誘導するために前記側頭領域に近接して
位置している、請求項１３に記載のヘッドセット。
【請求項１６】
　前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、互から前後にオフセットされている少な
くとも２つの線形レールに連結されている、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項１７】
　前記複数の線形レールは、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つ
を誘導するために、前記フレームの前記対向する側の各々に少なくとも２つの線形レール
を含み、前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記２つの線形レールは、前記
それぞれの仮想または拡張現実接眼レンズの前記内側端を誘導し、カンチレバー様式で前
記それぞれの仮想または拡張現実接眼レンズを支持するために、前記ブリッジに近接して
位置している、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項１８】
　前記複数の線形レールは、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つ
を誘導するために、前記フレームの前記対向する側の各々において互から垂直にオフセッ
トされた少なくとも２つの線形レールを含む、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項１９】
　前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記少なくとも２つの線形レールおよ
び前記アーム部材は、フォーク状の構造を形成している、請求項１８に記載のヘッドセッ
ト。
【請求項２０】
　前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記２つの線形レールおよび前記ブリ
ッジの一部は、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つを支持するフ
ォーク状の構造を形成している、請求項１８に記載のヘッドセット。
【請求項２１】
　前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、前記接眼レンズの下に位置する単一のそ
れぞれの線形レールによって支持されている、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項２２】
　前記フレームの前記ブリッジおよび前記複数のレールは、単一部品として一体的に形成
されている、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項２３】
　前記フレームの前記ブリッジ、前記対向するアーム部材、および前記複数のレールは、
単一部品として一体的に形成されている、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項２４】
　前記フレームは、前記ブリッジを備えている中央フレーム部分をさらに含み、前記対向
するアーム部材は、前記中央フレーム部分にヒンジ接続されている、請求項１に記載のヘ
ッドセット。
【請求項２５】
　前記フレームの前記対向する側の各々に提供されている少なくとも１つの線形レールの
各々が、前記対向する側のうちの一方から他方まで延びている複合線形レールの一部を形
成している、請求項１に記載のヘッドセット。
【請求項２６】
　前記ピンの各々は、前記対向するアーム部材のうちのそれぞれの１つに取り付けられ、
前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、少なくとも１つの開口を介して、前記ピン
のうちのそれぞれの１つをスライド可能に受け取っている、請求項１に記載のヘッドセッ
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ト。
【請求項２７】
　前記ピンの各々は、前記対向するアーム部材のうちのそれぞれの１つに取り付けられ、
前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、前記対向するアーム部材における少なくと
も１つの開口を介して、前記ピンのうちのそれぞれの１つをスライド可能に受け取ってい
る、請求項２６に記載のヘッドセット。
【請求項２８】
　前記ピンの各々は、前記対向するアーム部材のうちのそれぞれの１つに取り付けられ、
前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、前記対向するアーム部材におけるそれぞれ
の開口の中に位置しているそれぞれのブッシングを介して、前記ピンのうちのそれぞれの
１つをスライド可能に受け取っている、請求項２７に記載のヘッドセット。
【請求項２９】
　前記調節機構は、回転軸の周囲で回転するように枢動可能に搭載されている凹所に置か
れているダイヤルを含み、前記回転軸は、前記仮想または拡張現実接眼レンズのそれぞれ
の主要光軸の各々と平行に、前記ヘッドセットの正面から外向きに延びている、請求項１
に記載のヘッドセット。
【請求項３０】
　前記調節機構は、前記凹所に置かれているダイヤルへのアクセスを選択的に防止し、か
つ可能にするために、解放可能に取り付け可能なカバーを含む、請求項１に記載のヘッド
セット。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　フレームはさらに、ブリッジを備えている中央フレーム部分を含み得、対向するアーム
部材は、中央フレーム部分にヒンジ接続され得る。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　仮想または拡張現実ヘッドセットであって、
　対向するアーム部材と、前記対向するアーム部材の中間に位置付けられているブリッジ
と、複数の線形レールとを含むフレームであって、少なくとも１つの線形レールが、中央
基準面によって画定される前記フレームの対向する側の各々に提供されている、フレーム
と、
　各々が光学中心を有する一対の仮想または拡張現実接眼レンズであって、前記対の仮想
または拡張現実接眼レンズは、前記光学中心の間の瞳孔間距離の調節を可能にするための
前記複数の線形レールに移動可能に連結されている、一対の仮想または拡張現実接眼レン
ズと、
　前記対の仮想または拡張現実接眼レンズの両方に連結されている調節機構と
　を備え、
　前記調節機構は、前記複数の線形レールと適合した調節方向へ前記対の仮想または拡張
現実接眼レンズを同時に移動させ、前記瞳孔間距離を調節するように動作可能である、
　ヘッドセット。
（項目２）
　前記仮想または拡張現実接眼レンズは、最も狭い構成と最も広い構成との間で移動可能
であり、前記最も広い構成における前記瞳孔間距離と前記最も狭い構成における前記瞳孔
間距離との間の差は、約２０ｍｍ～約２４ｍｍである、項目１に記載のヘッドセット。
（項目３）
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　前記調節機構は、前記ブリッジに連結され、前記調節機構は、前記仮想または拡張現実
接眼レンズのそれぞれの線形位置を同時に選択的に調節するために、前記仮想または拡張
現実接眼レンズに連結されている操作可能アクチュエータを含む、項目１に記載のヘッド
セット。
（項目４）
　前記フレームは、前記複数の線形レールに沿った選択された線形位置に前記仮想または
拡張現実接眼レンズを選択的に固定するためのロックをさらに含む、項目１に記載のヘッ
ドセット。
（項目５）
　前記調節機構は、ユーザによって手動で動作可能な操作可能アクチュエータと、前記操
作可能アクチュエータを前記仮想または拡張現実接眼レンズに物理的に連結している１つ
以上のリンクとを含む、項目１に記載のヘッドセット。
（項目６）
　選択的に取り外し可能なカバーをさらに備え、前記カバーは、前記操作可能アクチュエ
ータへのアクセスを防止することと、前記操作可能アクチュエータへのアクセスを提供す
ることとを二者択一的に行うために、前記ユーザによって選択的に位置付け可能である、
項目５に記載のヘッドセット。
（項目７）
　前記操作可能アクチュエータは、前記複数の線形レールと適合した前記調節方向と垂直
な方向において前後に平行移動するように拘束されており、ある方向への前記操作可能ア
クチュエータの移動は、拡張構成に向けて前記仮想または拡張現実接眼レンズを移動させ
、反対方向への前記操作可能アクチュエータの移動は、折り畳まれた構成に向けて前記仮
想または拡張現実接眼レンズを移動させる、項目６に記載のヘッドセット。
（項目８）
　前記操作可能アクチュエータは、前記ヘッドセットが着用されている間、前記ユーザに
アクセス可能である、項目６に記載のヘッドセット。
（項目９）
　前記調節機構は、１つ以上の線形アクチュエータを含む、項目１に記載のヘッドセット
。
（項目１０）
　前記１つ以上の線形アクチュエータは、少なくとも１つの圧電線形アクチュエータを備
えている、項目９に記載のヘッドセット。
（項目１１）
　前記ブリッジは、ユーザの鼻を係合し、前記ユーザの眼の前で前記仮想または拡張現実
接眼レンズを支持するための鼻当てを含む、項目１に記載のヘッドセット。
（項目１２）
　前記ブリッジは、基礎部分をさらに含み、前記鼻当ては、前記基礎部分に取り外し可能
に連結可能であることにより、選択された位置に前記仮想または拡張現実接眼レンズを選
択的に係止する、項目１１に記載のヘッドセット。
（項目１３）
　各仮想または拡張現実接眼レンズは、弓形であり、内側端と外側端とを含み、前記内側
端は、前記フレームの前記ブリッジに近接して位置付けられ、前記外側端は、前記対向す
るアーム部材のうちのそれぞれの１つの側頭領域に近接して位置付けられている、項目１
に記載のヘッドセット。
（項目１４）
　前記フレームは、前記中央基準面の対向する側の各々にそれぞれの弓形外形を含むこと
により、前記仮想または拡張現実接眼レンズが、前記瞳孔間距離が最小である最も狭い構
成にある場合、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つと少なくとも
部分的に入れ子になる、項目１３に記載のヘッドセット。
（項目１５）
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　前記複数の線形レールは、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つ
を誘導するために、前記フレームの前記対向する側の各々に少なくとも２つの線形レール
を含み、前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記線形レールのうちの第１の
レールは、前記それぞれの仮想または拡張現実接眼レンズの前記内側端を誘導するために
前記ブリッジに近接して位置し、前記線形レールのうちの第２のレールは、前記それぞれ
の仮想または拡張現実接眼レンズの前記外側端を誘導するために前記側頭領域に近接して
位置している、項目１３に記載のヘッドセット。
（項目１６）
　前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、互から前後にオフセットされている少な
くとも２つの線形レールに連結されている、項目１に記載のヘッドセット。
（項目１７）
　前記複数の線形レールは、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つ
を誘導するために、前記フレームの前記対向する側の各々に少なくとも２つの線形レール
を含み、前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記２つの線形レールは、前記
それぞれの仮想または拡張現実接眼レンズの前記内側端を誘導し、カンチレバー様式で前
記それぞれの仮想または拡張現実接眼レンズを支持するために、前記ブリッジに近接して
位置している、項目１に記載のヘッドセット。
（項目１８）
　前記複数の線形レールは、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つ
を誘導するために、前記フレームの前記対向する側の各々において互から垂直にオフセッ
トされた少なくとも２つの線形レールを含む、項目１に記載のヘッドセット。
（項目１９）
　前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記少なくとも２つの線形レールおよ
び前記アーム部材は、フォーク状の構造を形成している、項目１８に記載のヘッドセット
。
（項目２０）
　前記フレームの前記対向する側の各々に対して、前記２つの線形レールおよび前記ブリ
ッジの一部は、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれぞれの１つを支持するフ
ォーク状の構造を形成している、項目１８に記載のヘッドセット。
（項目２１）
　前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、前記接眼レンズの下に位置する単一のそ
れぞれの線形レールによって支持されている、項目１に記載のヘッドセット。
（項目２２）
　各接眼レンズは、前記接眼レンズの下に位置する前記単一のそれぞれの線形レールへの
接続のみによって、空間内で支持されている、項目２１に記載のヘッドセット。
（項目２３）
　前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、前記対の仮想または拡張現実接眼レンズ
の前記光学中心によって画定される水平面の上方に位置付けられている単一のそれぞれの
線形レールによって支持されている、項目１に記載のヘッドセット。
（項目２４）
　各接眼レンズは、前記対の仮想または拡張現実接眼レンズの前記光学中心によって画定
される前記水平面の上方に位置付けられている前記単一のそれぞれの線形レールへの接続
のみによって、空間内で支持されている、項目２３に記載のヘッドセット。
（項目２５）
　前記フレームの前記ブリッジおよび前記複数のレールは、単一部品として一体的に形成
されている、項目１に記載のヘッドセット。
（項目２６）
　前記フレームの前記ブリッジ、前記対向するアーム部材、および前記複数のレールは、
単一部品として一体的に形成されている、項目１に記載のヘッドセット。
（項目２７）
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　前記フレームは、前記ブリッジを備えている中央フレーム部分をさらに含み、前記対向
するアーム部材は、前記中央フレーム部分にヒンジ接続されている、項目１に記載のヘッ
ドセット。
（項目２８）
　仮想または拡張現実ヘッドセットであって、
　フレームであって、前記フレームは、対向するアーム部材と、前記対向するアーム部材
の中間に位置付けられているブリッジと、前記フレームの片側から前記フレームの対向す
る側まで前記ブリッジを横断して延びている線形レールとを含む、フレームと、
　各々が光学中心を有する一対の仮想または拡張現実接眼レンズであって、前記対の仮想
または拡張現実接眼レンズは、前記光学中心の間の瞳孔間距離の調節を可能にするための
前記線形レールに移動可能に連結されている、一対の仮想または拡張現実接眼レンズと、
　前記対の仮想または拡張現実接眼レンズの両方に連結されている調節機構と
　を備え、
　前記調節機構は、前記線形レールと適合した調節方向へ前記対の仮想または拡張現実接
眼レンズを同時に移動させ、前記瞳孔間距離を調節するように動作可能である、
　ヘッドセット。
（項目２９）
　前記フレームの前記対向する側の各々に提供されている少なくとも１つの線形レールの
各々が、前記対向する側のうちの一方から他方まで延びている複合線形レールの一部を形
成している、項目１に記載のヘッドセット。
（項目３０）
　一対のピンをさらに備え、前記一対のピンは、前記仮想または拡張現実接眼レンズのう
ちのそれぞれのものを前記対向するアーム部材のそれぞれのものにスライド可能に連結し
ている、項目１に記載のヘッドセット。
（項目３１）
　一対のピンをさらに備え、前記一対のピンは、前記対向するアーム部材のうちのそれぞ
れのものの側頭領域と耳領域との間で、前記仮想または拡張現実接眼レンズのうちのそれ
ぞれのものを前記対向するアーム部材のうちの前記それぞれのものにスライド可能に連結
している、項目１に記載のヘッドセット。
（項目３２）
　前記ピンの各々は、前記対向するアーム部材のうちのそれぞれの１つに取り付けられ、
前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、少なくとも１つの開口を介して、前記ピン
のうちのそれぞれの１つをスライド可能に受け取っている、項目３１に記載のヘッドセッ
ト。
（項目３３）
　前記ピンの各々は、前記対向するアーム部材のうちのそれぞれの１つに取り付けられ、
前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、前記対向するアーム部材における少なくと
も１つの開口を介して、前記ピンのうちのそれぞれの１つをスライド可能に受け取ってい
る、項目３２に記載のヘッドセット。
（項目３４）
　前記ピンの各々は、前記対向するアーム部材のうちのそれぞれの１つに取り付けられ、
前記仮想または拡張現実接眼レンズの各々は、前記対向するアーム部材におけるそれぞれ
の開口の中に位置しているそれぞれのブッシングを介して、前記ピンのうちのそれぞれの
１つをスライド可能に受け取っている、項目３３に記載のヘッドセット。
（項目３５）
　前記調節機構は、回転軸の周囲で回転するように枢動可能に搭載されている凹所に置か
れているダイヤルを含み、前記回転軸は、前記仮想または拡張現実接眼レンズのそれぞれ
の主要光軸の各々と平行に、前記ヘッドセットの正面から外向きに延びている、項目１に
記載のヘッドセット。
（項目３６）
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　前記調節機構は、前記凹所に置かれているダイヤルへのアクセスを選択的に防止し、か
つ可能にするために、解放可能に取り付け可能なカバーを含む、項目１に記載のヘッドセ
ット。
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